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尿路感染症に 対す るCefadroxi1の 使用経験

海野良二 ・山本泰秀

川崎市立川崎病院泌尿器科

20例 の 尿 路感 染 症 にCefadrox-i1を 投 与 し,次 の 結果 を 得 た。

1. Acute cyetitis 18例 では,著 効12例,有 効6例,有 効 寮 は100%で あ った 。

2.基 礎 疾 患 を 有 す るChr0nic cystitisお よび 水 腎 症 に併 発 したAcute pyelonephritisで は,

そ れ ぞ れ 無 効 お よび や や 有 効 で あ っ た。

3.自 覚 的 な 副作 用 は な か ったが,2例 に 白 血 球 減少,2例 にGOT,GPTの 軽 度 の 上昇 を認 め

た。

は じ め に

Cefadroxilは

の構造式をもつCephaloeporin系 抗生物質で250mg(力

価)と500mg(力 価)の2種 類の カプセル がある。我

我は今回Cefadroxil 1,2)を尿路感染症 に使用す る機会 を

得たので,そ の臨床結 果を報告する。

対 象

対象は昭和53年6月 よ り同年10月 までの5ヵ 月間 に川

崎市 立川崎病院泌尿器科に通院または入院 した20例 の尿

路感染患者である。

内訳は急性膀胱炎18例,慢 性膀胱炎1例,急 性腎孟腎

炎1例 で,年 令は19～74才,男 子6例,女 子14例 であ

る。

投 与 方 法

250mgカ プセル1日3回 分服,3～5日 間又は500

mgカ プセル1日3回 分服,3～5日 間 とした。総投与

量は,2.25～7.5gで ある。

大部分は,250mg1日3回 分服 、5日 間投 与 したが,

症例10は250mg1日3回 分服,3日 間 投 与,症 例18

は,500mg1日3回 分服,3日 間,症 例19は500mg

1日3回 分服,5日 間の投与を行な った。

効 果 判 定

薬剤投与前後に,検 尿,菌 培養お よびデ ィス クによる

感受性測定 を実施 した。

又,女 性はすぺ て導尿に より尿を検査 した。

なお,デ/ス クに よる感受性測定の材料は,日 本ブリ

ス トル ・ラボ ラ トリーズ社 より提供のセファドロキシル

30μg/ml含 有(1濃 度)の ものを用い,培 地はTripti-

ca8e培 地を使用 し,阻 止 円の 直径を 測定 した。直径17

mm以 上を 辮,14～16mmを 什,13mm以 下を 一と

した。

効果は,自 覚症状 の消失状況,尿 中白血球の消長,細

菌学的検査成績 を総合的に判断 し、著効,有 効,や や有

効,無 効 とした。

著効 帯(Excellent)自 覚症状,尿 中白血球,尿 中細

菌,す べ て消失 したもの。

有効升(Good)前 述 の2者 が消失 し,残 る1者

が,著 明に改善 した もの。

やや有効 土(Fair)前 述の1つ が消失又は著明に改

善 した もの。

無効.(Poor)前 述 のい ず れ も消失しないも

の。

臨 床 成 績

Table 1に 示す ように,著 効12例,有 効6例,や や有

効1例,無 効1例 で有効率は90%で あった。 うちAcute

cystit短 は18例 中,著 効12例,有 効6例 で100%の 有効

率 であ った。

Chronic cystitisお よびAcute pyelonephritis壷ま無

効お よび,や や有効 であ った。

Chronic cystitisは,前 立腺肥 大 症 の基礎疾患があ

り,菌 は最初 よ り陰性 であったが,自 覚症,尿 中白血球

共に不変 で,無 効 と判定 した。(主 治医判定)

症 例No.19の 水腎症 を基礎疾患 とす るAcute pyelo-

nephritisは,最 初,菌 はE.ooli>105/mlが500/ml

と著 明に改善 したが,自 覚症,尿 中白血球は不変で,か

つ発熱も下降 しなか ったので,や や有効 と判定 した。
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Table 1-2 Summary of findings for individual cases

*: N.D .: not done B: Before treatment A: After treatment

起炎菌,起 炎薗別効果

20例 中E.coliが17例 で,Micrococcus 1例,Kleb-

siella pneumoniae 1例,菌 培養陰性 が1例 であった。 う

ち阻止 円を測定できたものは16例 で,阻 止円の直径は14

～30mmで あ った。阻止円を測定できなか った4例 中,

1例 は最初 よ りSterileで あ り,あ との3例 は,い ずれ

もE.coliで,臨 床的には著効1,有 効2で,い ずれ も

Cefadmxil投 与後Sterileと な った ものである。
}

症 例19のAcute pyelonephritisの 阻 止 円 は,19mm

でE.coli>105/ml→500/mlと 著 明に 減 少 した が,尿 中

白血 球,自 覚 症 不変 で,発 熱 も下 降 せ ず,I.V.Pで は,

r. Hydronephrosisが あ り,先 天 性 の 通 過障 害 が 証 明

され た 。 この症 例 は,時 にAcute pyelonephritisを 起

こ して いた も ので,単 純 なPyelonephritisで はな く,

む しろChronicの 急性増悪 と考 えた方が よいものであ

った。

以上,総 括する と,基 礎疾患 を有する尿路感染症には

無効,又 はやや有効であったが,単 純なAcute cystitis

には,100%の 有効率 を示 した。

副 作 用

Table 1に 示す ように,20例 中,自 覚的な副作用は認

め られなか ったが,症 例1,6に おいて,白 血球が9500→

3000, 7700→2700と 減少 した。

又,症 例6は, GOT, GPTが60→84, 36→51と 軽

度上昇 したが,こ れは薬剤投与前の検査値 もそれぞれ高

く,Chmnic hepatitisと 考え られる。

又,症 例19は, GOT, GPTが25→52, 16→52と 軽

度上昇 したが,そ の後 の検査では,正 常に復 した。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH CEFADROXIL

IN URINARY TRACT INFECTION

RYOJI UNNO and YASUHIDE YAMAMOTO

Department of Urology, Kawasaki Municipal Hospital

Cefadroxil was administered clinically at a dose of 250 mg capsule or 500 mg capsule (750•`1,500 mg

as a daily dose) for 3•`5 days to 20 cases of urinary tract infection, and following results were

obtained.

(1) In 18 cases of acute cystitis, the result was excellent in 12 cases and good in 6 cases, efficacy

ratio being 100 %.

(2) In 1 case of chronic cystitis with underlying disease and 1 case of acute pyelonephritis with

hydronephrosis, the result was poor and fair respectively.

(3) No subjective side effects were observed except leucocytopenia recognized in 2 cases and slight

elevation of GOT and GPT in 2 cases.


